平成19年度事業報告

Ⅰ．学術集会、講演会、シンポジウムの開催
（１）日本心理学会第71回大会
期日：平成19年9月18日―20日

会場：東洋大学白山キャンパス 

主催校：東洋大学（大会会長：安藤清志教授）

（２）公開シンポジウム

(a)メインテーマ：“美”への挑戦――心理学から――

 開催期日：平成19年7月29日（日）
 会場：科学技術館サイエンスホール（東京都千代田区）

(b)メインテーマ：人を結びつけるコミュニケーション――感情と文化を考える――

 開催期日：平成19年12月2日（日）
 会場：同志社大学

Ⅱ．学会誌等の刊行

（１）機関誌“心理学研究”第78巻第1号-第6号を刊行
（２）機関誌 “Japanese Psychological Research” Vol.49, No.2-No.4 & Vol.50, No.1を刊行
（３）会誌“心理学ワ－ルド”第37号-第40号を刊行
Ⅲ．研究業績の表彰と研究の奨励

（１）日本心理学会優秀論文賞の選考と授与

平成18年度刊行の“心理学研究”および “Japanese Psychological Research”（特集号を除く）掲載の原著論文のうちから選考委員会において授賞論文を決定し、大会時にその授与を行った。

＜優秀論文賞＞

(a)コンパニオン・アニマルが飼主の主観的幸福感と社会的ネットワークに与える影響

著者：金児  恵（東京大学）

掲載：心理学研究第77巻第1号
(b)鉄道運転士の不安全行動を誘発する心理学的要因
著者：三沢  良・稲富  健・山口裕幸（九州大学）
掲載：心理学研究第77巻第2号
(c)乳児を持つ母親におけるmind-mindedness測定方法の開発――母子相互作用との関連を含めて――
著者：篠原郁子（京都大学）

掲載：心理学研究第77巻第3号
(d)空間記憶におけるラットの海馬と視床前核群の海馬采―脳弓を経由した機能的連携
著者：岡田佳奈・岡市広成（同志社大学）

掲載：心理学研究第77巻第3号
(e)高齢者の自伝的記憶におけるバンプと記憶内容
著者：槙  洋一・仲  真紀子（北海道大学）

掲載：心理学研究第77巻第4号
(f)凶器の視覚的特徴が目撃者の認知に及ぼす影響
著者：大上  渉（佐賀県警科学捜査研究所）・箱田裕司・大沼夏子（九州大学）

掲載：心理学研究第77巻第5号

(g)直接交換と間接交換が内集団信頼行動へ及ぼす影響
著者：清成透子（アントワープ大学）・Foddy, Margaret（カールトン大学）・山岸俊男（北海道大学）

掲載：心理学研究第77巻第6号

(h)Effects of surface pre-presentation on symmetry detection on a 3-D bumpy surface

著者：池田まさみ・石口  彰（お茶の水大学）
掲載：Japanese Psychological Research Vol.48 No.2
（２）優秀論文賞受賞者への研究奨励金の授与
上記8論文に対して,研究奨励金を授与した。

IV．国際賞

（１）国際賞選考委員会による国際賞の選考

国際賞選考委員会にて，国際賞授賞者を選考した。
＜国際賞＞
特別賞

大山  正（日本大学）

功労賞

東  洋（清泉女学院大学）

今田  寛（広島女学院大学）

曻地三郎（社会福祉法人しいのみ学園）

奨励賞

今井むつみ（慶應義塾大学）

本吉  勇（NTTコミュニケーション科学基礎研究所）

千住　淳（Centre for Brain and Cognitive Development, Birkbeck College）

（２）国際賞の授与

第71回大会会員集会にて授与式を行なった。

V．資格の認定

（１）日本心理学会認定心理士資格の審査と授与

3月31日現在，総件数3,841件を審査し，3,596名を合格，91名を不合格，154名を保留とした。
必要な手続を経て資格を取得した者は3,536名であった。

（２）認定心理士研修会

　　　第71回大会時に認定心理士向け講演を開催した。
テーマ：心理職の国資格化の最近の動向とゆくへ
（３）認定心理士資格申請の手引き刊行
認定心理士資格申請の手引き第4版を刊行した。

VI．学会業務の電子化とその促進

（１）機関誌投稿編集業務の電子化

機関誌投稿編集業務の電子化を進めた。

VII．関連学術団体等との連絡および協力

（１）国際心理科学連合
分担金を支払った。
（２）国際テスト委員会
分担金を支払った。
（３）日本心理学諸学会連合
分担金を支払った。
（４）日本認定心理士会
協力金を支払った。
VIII．本会の目的を達成するために必要なその他の事業

（１）各種委員会の開催
常置委員会にて所管事項を審議した。
（２）部会・研究会等の支援
10件の研究会を助成した。
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